
天文台へ『宇宙の化石』を見に来た、マモル君と犬のライス。そこで出
会ったのは、グローブ博士と、犬が苦手な助手のドッグでした。望遠
鏡で、いろいろな天体を観測したマモル君は大喜び。さらに、グロー
ブ博士はテンポの良いコミカルな会話で、球状星団の特徴や、観測
からわかった銀河系の姿を、わかりやすく教えてくれます。普段はあ
まり大きく取り上げられることのない球状星団ですが、実は魅力あふ
れる天体なのです。「さあ、一緒に、星を楽しもうじゃないかね！」

天文台へやって来た、マモル君
と犬のライス。そこに現れたのは
、犬が苦手な助手、ドッグでした
。ドッグは、突然来たマモル君の
ことを怪しみます。「僕、新聞を
見て来たんです。ここで宇宙の
化石が見られるって」

この言葉に喜んだグローブ博士
。休館日にも関わらず、宇宙の
化石を見せてくれることになりま
した。屋上の望遠鏡で観測した
のは、星雲や散開星団。「あっ、
おにぎりみたい」球状星団を見
たマモル君は、大はしゃぎです。

そこへ、ライスが何かをくわえて
きます。「これは大望遠鏡のキャ
ップじゃないかね」「先生、やって
みますか？」何かをたくらむ２人
。マモル君は大観測室へ案内さ
れます。そこには『温故知新』と
書かれた看板が…。

「まずは、この望遠鏡でこちらを
ご覧ください」いろいろな球状星
団が見えます。「わ～！綺麗だ
な」実は、これはドッグの発明品
。仕掛けがあったのです。「ごめ
んね。坊ちゃん」でも、マモル君
は大喜び。「すごかった！」

次に、グローブは銀河系の図を
見せてくれます。屋上で観測し
た散開星団と球状星団は、見か
けだけでなく、分布の仕方や星
の性質、年齢も違うのです。「そ
れがわかってから、球状星団は
宇宙を知る大切な道具となった」

「えっ、どんな？」球状星団の分
布や、星の観測から、太陽の位
置や、銀河系の大きさがわかっ
たことを、グローブが教えてくれ
ます。１００億歳もの球状星団を
調べることで、新しいことがたくさ
んわかったのです。

「でも、どうして１００億年前とか
わかるんですか？」球状星団の
年齢がどのようにしてわかった
のか、疑問に思ったマモル君。「
とてもいい質問じゃな」グローブ
はＨＲ図を見せながら教えてくれ
ます。マモル君も納得です。

そこへ、ライスがまた、何かをく
わえてきたようです。「おや、こ
れはオメガ星団のパネルだね」
グローブは最後に、球状星団の
変わりだねであり、小さな銀河
のなれの果てである“オメガ星
団”について話してくれました。

「球状星団を調べることで天の
川の正しい姿がわかった。銀河
系がいつごろでき、どのような歴
史をたどってきたのかも、球状
星団が手がかりになる。だから、
わしは球状星団のことを『宇宙
の化石』と呼んでおるのじゃ」

『宇宙の化石』の正体がわかっ
たマモル君。広い宇宙にはまだ
まだ知らないことがたくさんあり
ます。さらに、もっともっと宇宙の
ことを知りたくなるのでした。「さ
あ、また一緒に、望遠鏡を使って
星を楽しもうじゃないかね！」
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